
小学校児童

Ｒ７前期 R７後期 Ｒ７前期 R７後期
A＋B A+B Ａ A

１．学校は楽しい 93.9% 96.6% 72.7% 72.4%

２．授業はわかりやすい 100.0% 100.0% 84.8% 82.8%

３．いじめられたり無視されたりすることなく安心

して過ごしている
93.9% 93.1% 87.9% 86.2%

４．授業中、課題に対して理由や根拠を明確にして

考え、伝えている
93.9% 96.6% 51.5% 58.6%

５．学んだことを意識して、ふり返りを書いている 97.0% 96.6% 60.6% 62.1%

６．家では、毎日の宿題などの学習に自ら取り組ん

でいる
93.9% 93.1% 69.7% 69.0%

７．友達に対して思いやりの心で行動できている 100.0% 93.1% 72.7% 62.1%

８．いつも、場に応じた挨拶ができている 93.9% 96.6% 51.5% 58.6%

９．自分にはよいところがあると思う 90.9% 93.1% 63.6% 62.1%

１０．規則正しい生活を送っている 90.9% 100.0% 54.5% 51.7%

１１．先生は困っていることについて相談すると対

応してくれる
93.9% 100.0% 78.8% 82.8%

１２．ジオパーク研修や総合的な学習の時間を通し

て、ふるさとについて考えた
87.9% 96.6% 60.6% 48.3%

１３．よりよい学級や学校をつくるために進んで意

見を発表している
93.9% 86% 57.6% 48.3%

　小学校保護者

Ｒ６後期 R７後期 Ｒ６後期 R７後期

A＋B A+B Ａ A

１．お子さんは、学校は楽しいと思っている 93.9% 84.8% 45.5% 42.4%

２．お子さんは授業はわかりやすいと思っている 94% 100.0% 39.4% 60.6%

３．お子さんは、いじめられたり無視されたりする

ことなく安心して過ごしている
93.9% 100.0% 69.7% 66.7%

４．お子さんは家庭での学習（宿題を含む）に進ん

で取り組んでいると思う
78.8% 84.8% 36.4% 27.3%

５．お子さんに思いやりの心が育ってきていると思

う
93.9% 97% 66.7% 63.6%

６．お子さんは場に応じた挨拶をしていると思う 97.0% 90.9% 30.3% 24.2%

７．お子さんは自分によいところがあると思ってい

る
97.0% 93.9% 66.7% 57.6%

８．お子さんは規則正しい生活をおくることができ

ている
90.9% 100.0% 48.5% 42.4%

９．学校はお子さんのことについて、相談に応じて

くれていると思う
87.9% 97.0% 45.5% 57.6%

１０．学校のようすがお便り、ホームページ等でよ

くわかる
100.0% 97.0% 45.5% 45.5%

１１．学校は地域の特色を活かした教育活動を行っ

ている
100.0% 100.0% 66.7% 57.6%

令和８年２月吉日

小学校保護者様

白山市立白嶺小学校

校長　髙松宏晃

令和７年度後期　学校アンケート集計結果等について

　向春の候、保護者の皆様におかれましては、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。日頃より本校の教育活動に多大なるご理解と

ご協力をいただき誠にありがとうございます。前期学校アンケートの集計結果をお知らせいたします。今後この結果を踏まえ、教職員一

同、一層の改善に努めていきたいと考えております。
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　教職員（小学校＋中学校）

Ｒ６後期 R７後期 R6後期 R７後期

A＋B A+B A A

１．子ども達は、学校で楽しく過ごしている 100% 100% 50.0% 58.8%

２．ねらい（育みたい資質・能力）を明確にし、子供一人一人が「わ

かった」「できた」を実感できる授業を行っている
94% 100% 38.9% 52.9%

３．子どもたちが、いじめられたり無視されたりすることなく安

心して過ごせるよう指導している
100% 100% 66.7% 76.5%

４．自分の考えを、根拠や理由を明確にして表現するよう指導し

ている
100.0% 100% 55.6% 70.6%

５．学習のふり返りを、視点をもとに書かせている 100.0% 100% 38.9% 41.2%

６．家庭学習の学習方法を具体例を挙げながら教えている 94.4% 94% 44.4% 52.9%

７．子ども達は、道徳教育の推進等で思いやりの心が育ってきて

いる
100.0% 100.0% 11.1% 17.6%

８．子ども達が、場に応じた挨拶ができるように指導に取り組ん

でいる
94% 100% 61.1% 58.8%

９．子ども達が、自己存在感の感受を促進する授業づくりをして

いる
94% 100.0% 66.7% 64.7%

１０．子ども達が、規則正しい生活習慣を身に付けるよう指導し

ている
94.4% 100% 66.7% 64.7%

１１．日課や部活時間の見直しなどが業務改善につながっている 94.4% 76% 33.3% 52.9%

１２．ジオパーク研修や総合的な学習の時間を通して、ふるさとに誇り

を持ち、「表現する力」を育む指導ができた
94% 94.1% 38.9% 35.3%

１３．学校行事や様々な活動を行う中で、よりよい学級や学校をつくる

ことを意識した話し合いやふり返りの指導ができた
94% 100.0% 44.4% 58.8%

【よかった点○と課題▲と改善点☆】

〈学校関係者評価委員会より〉

・自己肯定感は、目には見えないものだがとても大切である。自信を高めたり、弱点を強みに変えられるような考え方ができるような働き

かけも有効である。

・今後もジオ活動等を通して、学校と地域の交流がより盛んになるように取り組んでいくことができるとよい。

〈特別活動について〉

○「自分にはよいところがある」の項目で、児童のA＋B評価が93.1％と前期より高くなりました。様々な活動の中で、一人ひとりのがんば

りやよさを互いに認めることを意識して取り組むことで、児童も自分のよいところや自信を感じることができたようです。

▲「よりよい学校や学級をつくるために進んで意見を発表している」の項目では、児童のＡ評価は少し減少していました。児童は活動にしっ

かり取り組んでいますが、「よりよく」「進んで」の部分で、自分で判断しがたいところがあったようです。

☆児童主体を基本に、どの活動においても、ねらいや目標を明確にし、見通しを持たせて取り組んでいくことを共通理解して支援していきま

す。今年度も地域の方々の協力のもと、豊かな自然を生かした活動やふるさとの魅力を感じることのできる活動を行うことができました。

今後も、学年に応じて、授業以外の場面でも、ふるさとへの思いやよさを児童とともに考えたり触れたりする機会を大事にして、取り組んで

いきます。

〈確かな学力の定着について〉

○「授業はわかりやすい」の項目で児童の肯定的評価が高く、児童は、落ち着いて授業に取り組んでいます。学習について、どの項目でもA

＋B評価が90％以上を保てていました。家庭学習に関する保護者のA＋B評価が増加するなど、割合が増加した項目も多いです。１時間に学

んだことを自覚するためのまとめやふり返りを充実させることで、できるようになったことや友達から学んだことなどを表現できる児童が

増えています。

☆学校の学びと家庭での学びがつながり、力をつけていくことができるように、引き続き家庭学習の個人に合わせた声かけや支援を行って

いきます。今後も、一人ひとりが、「わかった」「できた」と実感できるような手立てを今後も工夫し、ふり返りで児童が感じた学びを全

体に広げて、みんなで学習する良さを価値づけていきたいと思います。

〈生徒指導面について〉

○「学校はたのしい」の項目は、児童のA＋B評価が96.6％と高いです。普段の学校生活の様子や生活アンケートの結果をもとに声がけを

行っており、児童は元気に学校生活を送っています。

○「規則正しい生活を送っている」の項目で、児童のA＋B評価が100％でした。生活リズムアップウィークの取り組みを通して、「規則正し

い生活を送ろう」という意識を持たせることができたと考えられます。

▲「場に応じたあいさつ」については、児童のＡ＋Ｂ評価は96.6％と高いですが、保護者のＡ評価を見ると24.2％とやや低い傾向にありま

す。

☆規則正しい生活については、リズムアップウィークの中で自分の生活を自己評価し、それに合わせて自分に合った項目を考えるなど、家

庭との連携を取りながら取り組みを進めていきます。あいさつについては、学校では教育活動のいろいろな場面において児童とともに、ど

のような行動がふさわしいか考え、行動にうつすことができるように指導したいと思います。

☆今後も児童の様子を観察し、生活アンケートの結果や児童の困り感に対する面談を行い、きめ細かな指導・支援を心がけていきます。

質問事項 R７後期 教職員
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